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Figure3:遷移確率に最も寄与する項 (QF-4,I--7T/3)
3 まとめ
メゾスコピック自由磁壁における量子ダイナミクスを､遷移確率を定量的に評価することによっ
て､考察した.微視的理論から出発し､多スピン系を集団自由度と環境自由度に仕分けすること
によって､集団自由度の量子力学に着目し､更に､環境自由度との影響を考察した.環境自由度
の影響は縦磁気異方性と横磁気異方性の比αの大きさによって変わってくることをみた.α≪ 1
の時は､集団自由度と環境自由度のタイムスケールの分離が著しく､集団自由度の量子力学的振
-198-
｢摩擦の物理｣
る舞いは環境自由度によって乱されることがないということを､遷移確率を通して理解すること
ができた.この条件をみたす時､磁壁の巨視的量子現象が期待されるが､今後､更なる考察が必
要である.一方､α-1の時は､両自由度のタイムスケールは同程度になり､多くの場合は集団
自由度の量子力学的振る舞いは､環境自由度によって乱され､量子力学的振る舞いは期待できな
いれども､chiralityが可2という状況においては､環境自由度の影響を全く受けないということ
をみた.つまり､巨視的量子現象の観点からすれば､この状態は非常に良い状態といえる.今後､
これらを基礎に磁壁の巨視的量子現象を研究していきたい.
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